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問題と目的
１．対人恐怖心性と自己愛
木村（1982）は日本の大学生501名を対象とした
調査によって，およそ半数の学生が対人恐怖的な傾
向を持つと感じていることを報告した。したがって，
青年が一般に用いる「対人不安」や「対人恐怖」と
いう表現は，精神医学的な「社会恐怖」よりも穏や
かで幅広い構成概念であるといえる。そして，青年
期の正常な発達過程においてよく経験されるものと
考えられる（清水・海塚,2002）。そこで本研究で
は，一般の青年が感じている他者に対する過度な緊
張や不安を「対人恐怖心性」と呼ぶことにする。
こうした対人恐怖心性の背景に，性格特性の個人
差が存在すると考えられる。相沢（2002）は，ゆが
んだ自己愛を持つ者は，他者に認められたい・評価
されたいという強い欲求を持っており（承認欲求），
他者からの評価を過度に懸念するために恐怖感が生
まれると指摘している。一般にゆがんだ自己愛を持
つ者は自尊感情が低く，向井（2001）は誇大な自己
愛傾向が対人恐怖心性に結びつくと述べている。
これまで自己愛尺度として多く用いられてきた
NPIでは，誇大的な側面が強調されてきた（中山・
中谷,2006）。しかし相沢（2001）は，自己愛傾向
を２つのサブタイプに分類した。ひとつは誇大的・
攻撃的で他者の反応にあまり関心を示さない誇大特
性である。もうひとつは，他者からの評価に敏感な
過敏特性である。そこで，自己愛を誇大特性と過敏
特性の2つからなるととらえた場合，過敏特性が
対人恐怖心性に影響を与えているかどうかについて
はまだ解明されていない。
そこで，2つの特性からなる自己愛尺度を用いて，
自己愛が対人恐怖心性に影響を及ぼしているかどう
かを検討する必要がある。
２．自己愛の形成と性差
自己愛の規定要因に親の養育態度をあげている研
究は多い。また，これらの研究では自己愛の形成過
程に性差があると報告されている。
宮下（1991）は青年を対象とした調査の中で，男
性の場合には父親の支配や介入的な態度が自己愛傾
向を促進し，女性の場合には母親の受容的態度が自
己愛傾向を促進すると述べている。さらに女性の場
合には，母親の情緒不安定な態度が自己愛の形成を
抑制すると述べている。
また小西・橋本（2003）は，青年男子においては
父親の統制的な態度が自己愛を促進し，女子におい
ては父親の愛情的な態度，統制的な態度，甘やかし
的態度が自己愛を促進すると述べている。
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このような違いが生じた原因は，養育態度を測定
する質問紙が異なっているためであると考えられる。
そのため，宮下（1991）と小西・橋本（2003）の質
問紙のどちらかを用いて，養育態度と自己愛の関連
性を再検討する必要がある。
３．本研究の目的
これまでに見てきたように，対人恐怖心性の背景
には自己愛の歪みがあると想定されるが，自己愛の
概念は研究によって異なっている。そこで本研究で
は，相沢（2001）にしたがって自己愛を誇大特性と
過敏特性の2つからなる構成概念とする。自己愛
をこのようにとらえると，先行研究で指摘されてい
た親の養育態度が自己愛傾向に及ぼす影響も異なっ
てくる可能性がある。したがって，自己愛の形成に
親の養育態度が及ぼす影響を改めて測定する必要が
生じてくる。
なお，親の養育態度・自己愛傾向・対人恐怖心性
を同一の対象者に調査した研究はこれまでに見あた
らない。したがって，対人恐怖心性の規定要因を探
るためには，同一の対象者から得られたデータに基
づいてモデルを構築する必要がある。
そこで本研究では，宮下（1991）が用いた養育態
度の質問紙と，相沢（2003）が用いた2つの特性か
らなる自己愛傾向の質問紙を用い，これらが対人恐
怖心性にどのような影響を及ぼすかを検討する。
Figure1に本研究の概要を示す。なお，養育態度
が自己愛に及ぼす影響には性差が見られたことから，
本研究でも性別にFigure1のモデルを検討する。
方 法
対象者 富山県内の大学生206名。内訳は，男性91
名，女性115名である。
手続き 質問紙調査を実施した。調査用紙は，知人
を通じて配布し後日回収したものと，大学の授業時
間に配布・回収したものがある。調査用紙は360部
配布し，回収率は57.2%であった。
調査内容 以下の3つの内容を調査した。
①自己愛的人格目録 相沢（2002）が作成した調査
項目を用いた。この尺度は，誇大特性を測定する
20項目と，過敏特性を測定する28項目からなる。
各項目について「よくあてはまる（5点）」～「まっ
たくあてはまらない（1点）」の5件法で回答を
求めた。
しかし過敏特性を問う項目の中に，次に述べる
対人恐怖心性尺度と重複すると思われる項目が5
項目含まれていた。そのため，心理学を専攻する
大学生4名と大学教員１名で協議を行った。そ
の結果，これらの5項目は対人恐怖心性を反映
する項目と見なされたため，尺度からは削除した。
②対人恐怖心性尺度 堀井・小川（1997）が作成し
た調査項目を使用した。30項目からなっており，
各項目について「よくあてはまる（5点）」～「まっ
たくあてはまらない（1点）」の5件法で回答を求
めた。
③親の養育態度尺度 宮下（1991）が作成した質問
項目を使用した。この尺度はSD法によって構成
されており，たとえば「自律性を尊重する－尊重
しない」といった項目が両側に並んでいる。5件
法で回答を求め，調査項目の左側：1点～右側：
5点として得点化した。
調査時期 2006年11月～12月。
結 果
１．各尺度の探索的因子分析
それぞれの尺度について，男女別に因子分析を行っ
た。因子の決定は全て以下の手順で実施した。まず
最尤法で因子抽出を行い，varimax回転を実施し
た。因子負荷量が.30に満たない項目と，複数の因
子に同程度に負荷した項目を削除し，再度因子分析
を行った。このような手続きを繰り返し，スクリー
プロットを見ながら，固有値の減衰状況を見て因子
数を決定した。
（1）対人恐怖心性
男性では2因子が抽出された（説明率55.84%）。
第1因子は20項目からなり，「人が大勢いると，う
まく会話の中に入っていけない」「集団の中にとけ
込めないヒトとの交際が苦手である」などの因子が
負荷したため，他者に関する不安と命名した。第２
因子は10項目からなり，「根気がなく，何事も長続
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Figure1本研究で検討するモデル
（注）同一被験者を対象に，3つの内容を測定する。
分析は性別に行う。
きしない」「生きていることに価値を見い出せない」
等の項目が負荷したことから，自己に関する不安と
命名した。因子分析の結果をTable1に示す。
女性では2項目を削除した後で，2因子解を採用
した（説明率 47.05%）。第1因子は14項目からな
り，「人と目を合わせていられない」「人前に出ると
オドオドしてしまう」等の項目が負荷したので，他
者に関する不安と命名した。第2因子は14項目か
らなり，「すぐに気持がくじける」「何をやってもう
まくいかない」等の項目が負荷したので，自己に関
する不安と命名した。因子分析の結果を Table2
に示す。
（2）自己愛傾向
男性の誇大特性20項目を用いた因子分析では，3
項目を削除した後で 2因子解を採用した（説明率
41.03%）。第1因子は10項目からなり，「他の人と
は違って，私はたぐいまれな存在である」「私には
持って生まれたすばらしい才能がある」等の項目が
負荷したため，自己誇大感と命名した。第2因子
は7項目からなり，「人から賞賛されたいという気
持が強い」「人に侮辱されたり蔑まれたりすると，
怒りを抑えられなくなる」等の項目が負荷したので，
賞賛・権威への欲求と命名した。因子分析の結果を
Table3に示す。
男性の過敏特性23項目を用いた因子分析では，2
項目を削除した後で 2因子解を採用した（説明率
47.67%）。第1因子は16項目からなり，「大勢の人
の前にいると，自分が圧倒されてしまう」「周りの
人の視線が気になり落ち着かない」等の項目が負荷
したことから，対人的な緊張と命名した。第2因
青年期の対人恐怖心性の規定要因
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Table1 男性，対人恐怖心性尺度の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
12.充実して生きている感じがしない ．999 ．020
26.人が大勢いると，うまく会話の中に入っていけない .818 .172
2.集団の中に溶け込めない .773 .187
14.仲間の中に溶け込めない .753 .317
10.人の目を見るのがとてもつらい .743 .167
27.引っ込み思案である .737 .265
3.人前に出るとオドオドしてしまう .734 .227
21.大勢の人の前で向かい合って話すのが苦手である .733 .209
15.人がたくさん話しているところでは気恥ずかしくて話せない .732 .053
28.向かい合って仕事をしているとき，相手に顔を見られるのがつらい .728 .317
16.人と話をするとき，目をどこに持って行っていいのかわからない .710 .114
20.人との交際が苦手である .706 .331
29.すぐに気持ちがくじける .702 .433
9.会議などの発言が困難である .673 .250
4.人と目を合わせていられない .661 .124
22.顔をジーっと見られるのがつらい .658 .182
8.グループでの付き合いが苦手である .607 .271
7.自分が人にどう見られているのかクヨクヨ考えてしまう .536 .435
19.自分のことが他の人に知られるのではないかとよく気にする .527 .489
1.他人が自分をどう思っているのかとても不安になる .472 .314
25.人と会うとき自分の顔つきが気になる .102 .994
11.根気がなく，何事にも長続きしない .263 .776
6.生きていることに価値を見いだせない .116 .721
23.意志が弱い .384 .654
30.何をやってもうまくいかない .185 .636
13.自分が相手の人に嫌な感じを与えているように思ってしまう .495 .579
18.いつも疲れているような感じがする .035 .549
5.一つのことに集中できない .398 .532
17.計画を立てても実行がともなわない .147 .520
24.いつも頭が重い .058 .302
―182―
Table2 女性：対人恐怖心性尺度の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
4.人と目を合わせていられない .757 .096
3.人前に出るとオドオドしてしまう .753 .104
15.人がたくさん話しているところでは気恥ずかしくて話せない .725 .211
16.人と話をするとき，目をどこに持って行っていいのかわからない .710 .133
20.人との交際が苦手である .706 .224
10.人の目を見るのがとてもつらい .697 .213
28.向かい合って仕事をしているとき，相手に顔を見られるのがっらい .696 .319
22.顔をジーっと見られるのがつらい .683 .112
21.大勢の人の前で向かい合って話すのが苦手である .669 .044
26.人が大勢いると，うまく会話の中に入っていけない .662 .298
27.引っ込み思案である .617 .192
2.集団の中に溶け込めない .615 .297
14.仲問の中に溶け込めない .561 .433
9.会議などの発言が困難である .467 .047
29.すぐに気持ちがくじける .198 .727
30.何をやってもうまくいかない .268 .707
12.充実して生きている感じがしない .158 .670
6.生きていることに価値を見いだせない .168 .646
11.根気がなく，何事にも長続きしない -.049 .645
13.自分が相手の人に嫌な感じを与えているように思ってしまう .262 .581
7.自分が人にどう見られているのかクヨクヨ考えてしまう .358 .578
23.意志が弱い .060 .576
24.いつも頭が重い .138 .509
5.一つのことに集中できない .091 .508
25.人と会うとき自分の顔つきが気になる .312 .444
1.他人が自分をどう思っているのかとても不安になる .308 .408
18.いつも疲れているような感じがする .042 .400
17.計画を立てても実行がともなわない .124 .381
Table3 男性：誇大特性項目群の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
19.他の人とは違って，私はたぐいまれな存在である .785 .059
12.私には持って生まれたすばらしい才能がある .678 -.033
8.自分の思想や感性にはかなり自信がある .650 -.055
4.人前で発表したり演技をしたりするのが得意だ .624 -.233
7.自分にはどこか人を魅了するところがあるようだ .617 .095
2.私は今までにたぐいまれな経験を積んできた .540 .023
10.自分が偉大な人間になっているような空想をする .396 .192
11.自分はきっと将来成功するのではないかと思う .381 .068
6.自分の体を人に自慢したい .378 .083
5.必要ならば罪悪感なく人を利用できる .309 -.092
13.人から賞賛されたいという気持ちが強い .132 .709
14.人から不当な評価を受けることには我慢がならない -.140 .686
15.ここぞと言うときには大胆に自己アピールしたい .154 .655
20.人に侮辱されたり蔑まれたりすると，怒りを抑えられなくなる .013 .582
17.人の注目を浴びるのが好きだ .359 .538
18.私め意見や考えに周りの人を従わせることができれば，もっとものごとがうまく進むのにと思う -.010 .426
3.自分自身では，要領もいいし賢明さも備えていると思う -.115 .350
子は5項目からなり，「人に軽くあしらわれたこと
が，後々腹が立ってしかたがないことがある」「人
に近づきたい気持があるにもかかわらず，人を避け
てしまう」等の項目が負荷したので，対人回避と命
名した。因子分析の結果をTable4に示す。
女性の誇大特性に関しては6項目を削除し，2因
子解を採用した（説明率46.97%）。第1因子は7項
目からなり，「自分はきっと将来成功するのではな
いかと思う」「私には持って生まれたすばらしい才
能がある」等の項目が負荷したため，自己誇大感と
命名した。第2因子は7項目からなり，「人々をし
たがわせられるような権威を持ちたい」「人から賞
賛されたい「賞賛・権威という気持が強い」等の項
目が負荷したことから，賞賛・権威への欲求と命名
した。因子分析の結果をTable5に示す。
女性の過敏特性に関しては，9項目を削除して2
因子解を採用した（説明率 53.27%）。第1因子は8
項目からなり，「人と自然につきあえない」「人と対
面すると，相手を意識して緊張する」等の項目が負
荷したので，対人緊張と命名した。第2因子は6
青年期の対人恐怖心性の規定要因
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Table4 男性：過敏特性項目群の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
7.大勢の人の前にいると，自分が圧倒されてしまう .766 -.040
8.周りに人の視線が気になり落ち着かない .751 .198
17.周囲の視線が気になって，動作がぎこちなくなる .723 .378
11.少しでも批判されたり避難されたりするとひどく動揺する .674 .246
4.失敗するのではないかといつも不安になる .672 .121
1.気が弱い .669 .099
22.周りの人に自分が変な人に思われているのではないかと不安になる .664 .181
18.人といると，馬鹿にされたり軽く扱われたりしないかと不安になる .637 .311
14.人といても自分だけが取り残されたような気持ちになる .630 .354
28.内気な方である .619 .051
20.自分に自信がない .585 .245
21.決断力がない .579 .007
10.自分の意見が正しいと思っても強く主張できない .529 .119
2.無理して人にあわせようとして，窮屈な思いをする .417 .208
12.先のことをくよくよ考えすぎる .404 .169
6.何かにつけ，他人の方がうまくやっているように感じる .397 .295
23.対人場面でその場は何とも思わなくても，後々腹が立つことがある -.113 .725
9.人に軽く扱われたことが，後々腹が立って仕方がないことがある .230 .696
19.人に近づきたい気持ちがあるにもかかわらず，人を避けてしまう .309 .651
3.知っている人を見かけても，顔を合わさないように道を避ける .065 .554
5.人と心からうち解けて付き合うことができない .213 .315
Table5 女性：誇大特性項目群の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
11.自分はきっと将来成功するのではないかと思う .694 -.019
12.私には持って生まれたすばらしい才能がある .685 .208
8.自分の思想や感性にはかなり自信がある .676 .234
7.自分にはどこか人を魅了するところがあるようだ .646 .100
6.自分の体を人に自慢したい .527 .067
3.自分自身では，要領もいいし賢明さも備えていると思う .486 .090
4.人前で発表したり演技をしたりするのが得意だ .389 .179
16.人々を従わせられるような権威を持ちたい .366 .658
20.人に侮辱されたり蔑まれたりすると，怒りを抑えられなくなる .000 .648
14.人から不当な評価を受けることには我慢がならない -.052 .629
18.私の意見や考えに周りの人を従わせることができれば，もっとものごとがうまく進むのにと思う .216 .610
13.人から賞賛されたいという気持ちが強い .085 .597
10.自分が偉大な人間になっているような空想をする .311 .476
1.人の話に耳を傾けるよりも自分のことをもっと話したい .210 .462
項目からなり，「自分に自信がない」「先のことをく
よくよ考えすぎる」等の項目が負荷したので，自信
の欠如と命名した。因子分析の結果を Table6に
示す。
（3）養育態度
男性では，7項目を削除したあとで3因子解を採
用した（説明率51.92%）。第1因子は11項目からな
り，「信頼する－信頼しない」「個性を尊重する－尊
重しない」等の項目が負荷していた。この尺度は右
側の表現が高得点になるように作成されているので，
第1因子の特徴は「信頼しない」「個性を尊重しな
い」などの傾向を反映している因子と考えられる。
そこで親による統制と命名した。第2因子は7項
目からなり，「重視する」「一貫した」などの傾向を
反映している。そこで養育への熱意と命名した。第
3因子は5項目からなり，「物静かな」「落ち着いた」
などの傾向を反映している。そこで情緒的な安定性
と命名した。因子分析の結果をTable7に示す。
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Table6 女性：過敏特性項目群の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
25.人と自然につきあえない .767 .060
19.人に近づきたい気持ちがあるにもかかわらず，人を避けてしまう .682 .249
26.人と対面すると，相手を意識して緊張する .663 .251
17.周囲の視線が気になって，動作がぎこちなくなる .640 .200
14.人といても自分だけが取り残されたような気持ちになる .632 .382
5.人と心からうち解けて付き合うことができない .602 .244
3.知っている人を見かけても，顔を合わさないように道を避ける .577 .050
8.周りの人の視線が気になり落ち着かない .558 .302
20.自分に自信がない .120 .693
12.先のことをくよくよ考えすぎる .221 .688
4.失敗するのではないかといつも不安になる .416 .672
21.決断力がない .091 .626
6.何かにつけ，他人の方がうまくやっているように感じる .344 .506
10.自分の意見が正しいと思っても強く主張できない .106 .438
Table7 男性：親の養育態度の因子分析結果（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子 第３因子
9.信頼する－信頼しない .763 -.244 -.127
10.個性を尊重する－尊重しない .762 -.087 -.085
2.開放的な－閉鎖的な .755 -.170 -.080
3.肯定的な－否定的な .755 -.390 -.145
20.拘束的な－解放的な -.705 .083 .462
1.自立性を尊重する－尊重しない .643 .035 -.174
12.子供中心の－大人中心の .573 -.168 -.115
18.公平な－不公平な .547 -.212 -.348
28.統制的な－非統制的な -.454 -.175 .209
22.厳しい－甘い -.364 .061 .135
5.でしゃばりな－謙虚な .323 .099 -.004
16.無視する－重視する -.109 .696 .059
24.ばらばらな－一貫した .054 .610 .439
4.意欲的な－無気力な .408 -.593 .145
8.無関心な－熱心な .016 .591 -.158
17.いい加減な－きちんとした .193 .565 .165
15.安定した－不安定な .277 -.535 -.258
21.意地の悪い－お人好しの .236 .365 .075
6.口うるさい－もの静かな -.098 -.174 .689
7.いらいらした－落ち着いた -.256 .368 .620
23.感情的な－理性的な -.075 .106 .618
29.しつこい－さっぱりした -.301 -.029 .585
14.こせこせした－おうような -.198 .189 .475
女性では 6項目を削除し，2因子解を採用した
（説明率 46.85%）。第 1因子は15項目からなり，
「受容的な」傾向が負に負荷し，「無表情な」「否定
的な」といった傾向が正に負荷した。そこで拒否的
な態度と命名した。第2因子は「開放的な」「さっ
ぱりした」などの項目が正に負荷し，「熱心な」「閉
鎖的な」などの項目が負に負荷したため，統制のな
さと命名した。因子分析の結果をTable8に示す。
２．対人恐怖心性の規定要因
対人恐怖心性の規定要因を探るため，Figure1
のモデルに基づいて男女別にパス解析を行った。ま
ず各尺度の因子得点を求め，構造方程式モデルを用
いてパス係数を推定した。その結果，男性において
はχ2（31）=342.2となり，適合度は十分ではなかっ
たが，9個の有意なパスと，2個の有意傾向のパス
が得られた。女性においてはχ2（26）=265.3となり，
適合度は十分ではなかったが8個の有意なパスが
得られた。
男性のパス解析の結果を Figure2に示す。
Figure2からわかるように，有意傾向だったパス
も含めれば，親の養育態度が自己愛傾向に影響を及
ぼし，自己愛傾向が対人恐怖心性に影響を及ぼして
いることが明らかとなった。養育態度と自己愛傾向
の関連性を見ると，親による統制が賞賛・権威への
欲求と対人回避を促進していた。また，養育への熱
意が対人回避を促進し，情緒的な安定性が対人回避
を抑制していることが示された。
自己愛傾向と対人恐怖心性の関係では，誇大特性
の2つの因子は対人恐怖心性を抑制し，過敏特性
の2つの因子は対人恐怖心性を促進していること
が示された。
女性のパス解析の結果をFigure3に示す。Figure
3からわかるように，養育態度が自己愛傾向に影響
を及ぼし，自己愛傾向が対人恐怖心性に影響を及ぼ
すという影響力がある程度示された。
まず養育態度と自己愛傾向との関連性を見ると，
拒否的な養育態度が賞賛・権威への欲求と対人緊張
を促進し，統制的のなさが自信の欠如を抑制してい
た。
次に自己愛傾向と対人恐怖心性の関連性を見ると，
賞賛・権威への欲求が他者に関する不安を抑制して
いた。また対人緊張が他者に関する不安と自己に関
する不安の両方を促進していた。自信の欠如も，他
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Table8 女性：親の養育態度の因子分析結果
（バリマックス回転後）
第１因子 第２因子
30.拒否的な－受容的な -.741 .202
26.にこやかな－無表情な .725 -.117
15.安定した－不安定な .674 -.142
3.肯定的な－否定的な .661 -.317
4.意欲的な－無気力な .641 .372
19.やさしい－冷たい .636 -.056
9.信頼する－信頼しない .616 -.154
24.ばらばらな－一貫した -.605 -.069
11.支持的な－支持的でない .597 -.228
7.いらいらした－落ち着いた -.582 .288
10.個性を尊重する－尊重しない .581 -.234
16.無視する－重視する -.579 -.042
18.公平な－不公平な .558 -101
25.平等な－不平等な .446 .030
12.子供中心の－大人中心の .425 -.225
20.拘束的な－解放的な -.331 .753
8.無関心な－熱心な .424 -.713
29.しつこい－さっぱりした -.270 .659
22.厳しい－甘い -.039 .659
2.開放的な－閉鎖的な .388 -.623
28.統制的な－非統制的な -.092 .584
27.保護的な－自由な -.015 .546
6.口うるさい－もの静かな -.034 .526
5.でしゃぱりな－謙虚な -.116 .444
Figure2男性の対人恐怖性の規定要因
Figure3女性の対人恐怖性の規定要因
者に関する不安と自己に関する不安の両方を促進し
ていた。特に対人緊張から他者に関する不安へのパ
スと，自信の欠如から自己に関する不安へのパスは
影響力が大きかった。
考 察
本研究では，大学生に対して本人が知覚する親の
養育態度と，自己愛傾向，対人恐怖心性を測定し，
対人恐怖心性の発生メカニズムを検討した。
男女ともに共通していたのは，親の養育態度は自
己誇大感に影響を及ぼしていないということであっ
た。また過敏特性の2因子は，他者に関する不安
と自己に関する不安の両方を高める効果を持津とい
う点も共通であった。これに対して誇大特性の 2
つの因子は，男女で対人恐怖心性に及ぼす影響のし
かたが異なっていたが，どちらも対人恐怖心性を促
進するという点では共通していた。
これまで，誇大傾向を中心としたNPIを用いた
研究でも，対人恐怖の背景に自己愛傾向が存在して
いると言われていたが，本研究によれば誇大特性は
対人恐怖心性を抑制する働きを持っていた。むしろ
過敏特性（他者の反応を懸念する傾向）が対人恐怖
心性に強く影響を及ぼしていた。本研究では，誇大
特性と過敏特性をわけて測定することで，過敏特性
が対人恐怖心性を規定していることを発見した。こ
れは新たな知見である。
次に，なぜ誇大特性が対人恐怖心性に影響を及ぼ
していなかったのかを検討する。一般に自己愛傾向
が極端に高い者は，自己愛性パーソナリティ障害
（アメリカ精神医学会,2004）と呼ばれる。自己愛性
パーソナリティ障害はＢ群パーソナリティ障害の一
種であり，この群は自己と他者の認知，情動の制御
などに問題を持っている。しかし自己愛性パーソナ
リティ障害者は，他者から批判されることに過敏に
反応するなど，他者との関わりに不安を抱えている
ことが多い。彼らが抱く自己誇大感は，現実の自己
像から乖離した過剰な誇大感であり，実際には低い
現実自己によって対人恐怖心性が生まれると考えら
れる。
しかし本研究の対象者は，一般の大学生で，自己
誇大感や賞賛・権威への欲求が対人恐怖心性を抑制
していたことを考えると，彼らの自己誇大感は健常
なレベルの誇大感，いわば適度な自信であったのか
も知れない。今後は，より病理的な自己愛を抱える
サンプルを対象に，自己誇大感と対人恐怖心性の関
連性を検討することで，新たな知見が得られるかも
知れない。
女性では，男性とは異なった因子構造が得られ，
パスの構造も若干異なっていた。今回の調査結果で
は，女性サンプルの親の養育態度は2因子に分か
れていた。男性の場合には統制と養育への熱意が分
離して2つの因子となり，これに情緒的な安定性
（受容的な養育態度）が加わる形となっていた。しか
し女性では，否定的な態度と，統制しない（受容的
な）態度の2因子であった。なぜこのような因子
構造になったのかを今後検討していくことで，養育
態度が自己愛傾向を経由して対人恐怖心性にいたる
経路をよりよく解釈できるであろう。
今回の研究は，大学生に過去の親子関係を回想し
て記入を求めたものである。そこで，学生の認知は
実際の親の養育行動とは一致していない可能性があ
る。しかし学生自身が親の養育行動をどのように認
知してきたか重要なのであり，子どもの受け止め方
によって対人恐怖心性が生じているといえる。した
がっって，同一の対象者からデータを収集し，
Figure1のモデルを検証したことは意味があった
といえる。
今後の課題は，実際の親の養育態度と，子どもの
受け止め方の間にどのようなギャップがあるかを検
討することである。たとえ他の親と同じような養育
行動をとっていたとしても，子どもの気質の違いに
よってそれを統制的と受け止めるかどうかが違って
くるはずである。すなわち，子どもの個性と親の養
育行動の交互作用を検討していくことが必要であろ
う。
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